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論 文 内 容 の 要 旨 
 陳雅然氏の学位請求論文「花婆の世界－チワン族における花婆信仰習俗について－」は
チワン族の民間社会における花婆信仰を巡る様々な民間の宗教活動についての研究である。 
花婆神はチワン族の民間信仰において重視される花の女神で、かつ生育神である。チワ
ン族社会では、花婆は常に祖先と土地神と共に家中の神棚に祀られ、旧暦の毎月１日と 15
日に香を供えて祭祀する。またチワン族の民衆は出生時、成人式、結婚式などの人生の重
要な節目に、必ずと言ってよいほど花婆に関する儀式を行う。 
陳氏の本論は序章と４つの章、さらに付録で構成されており、各章の内容は以下の通り
である。 
序章においては、先行研究の整理と本論文の方法の独自性について述べる。先行研究に
おいては、多くの蓄積があるものの、資料の不足、分析の欠陥などの様々な問題が存在す
る。筆者は、既存の研究にフィールドワークの手法と新たな分析方法を加え、新しい視点
を示す。 
第一章は「花婆信仰発生の背景について」である。花婆信仰の発生する自然環境と習俗
の背景について紹介する。広西の厳しい生活環境と、豊かな自然の双方が相まって、花の
神の信仰を生み出す母体となっていることを指摘する。 
第二章は「花婆信仰の検討」である。歴史的な資料、伝説や物語の資料、儀式における
効能の３つの方面から花婆の性格を紹介する。また各地方に伝わる伝説を整理し、花婆と
ムロッカ、張達環、三霄姉妹、劉三姐、伏依妹子、鬼子母神、観音菩薩など、他の女神と
花婆の関係について論述する。民間信仰において花婆が様々な神々と関わりを持つことや、
他の女神信仰との相互影響について検討する。 
第三章は「チワン族における花婆信仰習俗」である。第一節「花婆信仰の行われる地域
について」では、チワン族の民衆が花婆の祭祀を行う場所や、その祭祀の目的について紹
介する。第二節は「民衆の日常的な信仰の活動」であり、各地の民衆の日常生活での花婆
をめぐる民間信仰の活動について紹介する。第三節は「花婆信仰の宗教職能者の行事につ
いて」で、各地の師公、麽公、道公、巫婆などの宗教職能者が行う花婆信仰に関する儀式
について紹介する。第四節「花婆生誕、および花婆の廟会」では、チワン族各地での花婆
信仰の名のもとに行われた宗教活動や宣伝、祭祀、娯楽などの活動を紹介する。 
第四章は「花婆信仰習俗文化の特色と伝統について」である。花婆信仰が持つ民間信仰
の文化の特徴をまとめ、花婆信仰の社会的価値や機能と花婆信仰の現状、及び伝承のゆく
えについても分析する。 
付録部分には筆者の「フィールドワーク調査雑記」を収録する。ここでは、陳氏のフィ
ールドワークでの見聞を記録し、採録したシャーマンなどの宗教職能者の使う巫辞や麽経
を整理し、撮影した写真を掲載する。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 本論文は、これまで日本語においてはほとんど先行研究のない、チワン族の民間信仰の
習俗について考察を行ったものである。 
 花婆については、広東などでは花夫人という神として祭祀されているものの、広西の状
況についてはほとんど知られていない。そのため花婆について、その信仰のあり方や伝承
を分析し、かつ実際の信仰をフィールド調査によって分析した本論文は、大きな価値を有
するものであると考える。 
 花婆については、チワン族の人々の出生や生育に関わる神とされる。その点では、子孫
娘娘や註生娘娘などの漢民族の女神と類似するところがある。とはいえ、花婆の場合は花
を育成することがすなわち人間の魂を育成することになるという特異な性格も有している。 
 広西においては、道公、師公、巫婆など多種の宗教職能者があり、それぞれが花婆の祭
祀を行う。師公には、師公戯という祭祀劇によって儀礼を行うという面もある。これらの
宗教職能者が、実際に廟や家庭でどのような祭祀を行い、またその祭祀にはどういう意味
があるのか、本論文では詳細に考察が行われる。 
 なかでも、「求花」儀式、「解関」儀式、「上花園」儀式などの詳細について述べたところ
は、陳氏独自の調査に基づくところであり、優れた価値を有する箇所であると評価できる。
これらの道公や巫婆の行う儀式は、他の地域の道士や師公の行うものと共通のものもあれ
ば、そうでない部分もある。また、巫公や道公の祭祀の性格の違いについても述べられて
いる。 
 本論は優れた論考であるが、いくつかの問題点も有している。 
 たとえば、チワン族のあいだで行われる儀式については詳細な検討がなされているもの
の、他の漢民族や少数民族の祭祀儀礼との比較が行われていない。道公の儀式は漢民族の
道士の儀礼と共通するところが多いはずであり、影響関係も認められる。そして台湾をは
じめとして、現在の道教儀礼に関しては多くの研究書が存在する。しかし筆者はこれらの
業績をあまり参照していないため、儀式の意味について理解していない部分がある。同様
に、ヤオ族などの他の少数民族の祭祀儀礼についても、比較検討が行われていない。全般
的な比較は難しいのは確かであろうが、部分的にでも行えば、説得力が増したと考えられ
る。 
 また、道公や師公などの宗教職能者の性格や、儀礼の内容の違いについても、あまり注
意されていないように思える。 
さらに、中国の民間信仰との関連があまり検討されていないことも問題である。花婆に
対する儀式は、「五通廟」などの華人廟で行われており、そこに祀られる神々とも密接な関
係を有すると考えられる。ただ、こういった問題については、今後の研究の発展による解
消に期待したい。 
 いくつかの問題点を残すものの、本論はチワン族研究、民間信仰研究における優れた論
考であり、フィールドワーク調査も特異なものといえる。今後の発展が大いに期待できる
ものである。 
 陳氏はすでにいくつかの学会発表などの業績も有しており、資格の面から見ても、全く
問題ないものと考える。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
